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Be nternational：世界で戦え

Be ndependent：得意分野を持て

Be nteresting：おもしろおかしく

府立眼科のモットー 3 （ｅｙｅ）



再生医療・角膜移植 重症疾患治療

低侵襲手術

Quality of vision (QOV) への挑戦

府立眼科のバリュー
QOL & QOML を追求すると共に

屈折矯正手術



年間取得研究費
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関連病院（●）・人事交流プログラム関連施設（●）
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京都市内 12施設
京都府下 12施設
大 阪 9施設
滋 賀 4施設
愛 知 3施設
静 岡 3施設

・
・

関連施設は増加しているのに、
2年間新規採用がなかった。

常勤医ポストが余剰化している！



府立医大眼科
専攻医募集要綱

方針：やる気のある人を全員採用

（眼科ローテートの有無・出身大学を問わず）

採用予定人数：制限なし

試験：スタッフとの面接のみ

受付：随時

締切：特になし（但し、申込順で採用するため、

遅い申込の場合研修条件が異なる場合がある）



京都府立医大眼科人材育成プログラム京都府立医大眼科人材育成プログラム

第0部 選択科目教育プログラム（卒後研修期間中）

第4部 指導者育成・指導者支援プログラム（無制限）

第1部 眼科専攻医研修プログラム（4年間）

第2部 専門分野確立プログラム（4年間）
（大学院進学希望者を含む）

第3部 国内留学・海外留学・国際貢献プログラム（2年間）



眼科専攻医研修プログラム（眼科専攻医研修プログラム（44年間）年間）

卒後研修終了後、眼科専門医を取得するまで

卒後研修
2年間

前期
専攻医
1年間

後期
専攻医
3年間
専門医試験

大学病院 関連病院

大学病院、大学院

研修内容希望を聴取した上で相談し、出張先が決定する



前期前期専攻医（専攻医（11年間）年間）

到達目標：眼科の基礎（知識・技術）を習得

勤務場所：京都府立医大

業務内容：病棟業務（副主治医）・外来業務

（診察補助）・手術業務（手術助手・

小手術執刀）・当直業務

学習機会：回診、各グループ（角膜・網膜・緑内

障・屈折矯正） カンファランス、医局セミナー、

関西眼疾患研究会

眼科医としての土台作り

先端医療レベルの把握を目指す



週間スケジュール（モデル）週間スケジュール（モデル）

＊＊＊＊＊＊＊＊網膜回診網膜回診セミナーセミナー＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊網膜網膜

カンファカンファ

関西眼疾関西眼疾
患研究会患研究会

＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊外勤外勤

（外来）（外来）

＊＊＊＊手術番手術番造影番造影番

＊＊＊＊外来外来

（専門）（専門）

外来外来

（一般）（一般）

外勤外勤

（手術）（手術）

手術番手術番病棟番病棟番

土曜回診土曜回診外来外来

（専門）（専門）

外来外来

（一般）（一般）

外勤外勤

（外来）（外来）

手術番手術番病棟番病棟番

＊＊＊＊ドライアイドライアイ

屈折矯正屈折矯正

＊＊＊＊総回診総回診緑内障緑内障

回診回診

角膜角膜

カンファカンファ

土土金金木木水水火火月月

9：00

12：00

15：00

17：00

19：00



後期後期専攻医（専攻医（33年間）年間）
到達目標：診断・治療方針の決定

勤務場所：関連病院（3年目は京都府立医大）
業務内容：病棟業務（主治医）・外来業務（診察）・

手術業務（手術）・当直業務

習得手技：

レーザー手術（網膜光凝固術・虹彩切開術）

外眼手術（眼瞼・涙道・斜視・網膜剥離）

内眼手術（白内障手術・緑内障手術・

単純硝子体手術）

専門分野確立プログラムに
繋げる



日本眼科学会専門医日本眼科学会専門医資格資格

66年目年目に専門医取得に専門医取得～そのハードル～そのハードル

①知識・技能の習得

②眼科手術100例以上

③論文1篇、学会発表2回以上



眼科説明会・連絡先

-話し合うことからすべてのエピソードは始まる！ -

眼科説明会 8月6日（土曜日）

京都壬生川（湯の宿 松栄）

時間夜7時～

連絡先 眼科卒後研修主任 鄭 守

mtei@ophth.kpu-m.ac.jp（e-mail）
090-9548-1425（携帯）
075-251-5578  （医局）


